
「
涅
槃
会
」・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
早
期
終
息
祈
願
・
東
日
本
大
震
災

物
故
者
追
善
供
養
・
ロ
シ
ア
軍
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
の
終
息
祈
願
・
世
界
平
和
祈

願
を
勤
修 

三
月
十
四
日(

火)

午
後
二
時
よ
り
、
亀
岡
市
佛

教
会
恒
例
行
事
で
あ
る
「
涅
槃
会
」
を
千
代
川
町

北
ノ
庄
の
浄
土
宗
嶺
松
寺
で
行
い
ま
し
た
。
併
せ

て
政
府
方
針
が
変
わ
っ
た
も
の
の
完
全
に
治
ま
ら

な
い
新
型

コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感

染
症
の
終

息
祈
願
、

三
月
十
一

日
で
十
二

年
目
を
迎

え
た
東
日

本
大
震
災

の
物
故
者

追
善
供
養
、

ロ
シ
ア
軍

の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻

が
終
結
さ

れ
る
と
共

に
平
穏
な

暮
ら
し
の

再
開
祈
願
、

並
び
に
世

界
が
平
和

な
世
に
な

り
ま
す
よ

う
に
と
の

祈
願
も
厳

修
い
た
し
ま
し
た
。
本
堂
に
は
、
涅
槃
図
が
祀
ら

れ
、
導
師
は
同
寺
の
伊
藤
和
光
住
職
、
維
那
は
組

長
を
代
表
し
て
、
浄
土
宗
稱
名
寺
和
田
真
宜
住
職

が
勤
め
ま
し
た
。
法
要
は
最
初
に
釈
迦
牟
尼
如
来

の
入
場
を
願
う
「
奉
請
文
」
で
始
ま
り
、
「
十
念
」

「
涅
槃
会
表
白
」「
阿
弥
陀
経
」「
敬
礼
偈
」「
宝
号

三
唱
」
「
念
仏
一
会
」
「
回
向
」
を
勤
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
無
事
に
円
成
し
ま
し
た
。 

 

 

「
組
長
会
」
を
開
催 

 

三
月
十
四
日(

火)

午
後
三
時
よ
り
、
涅
槃
会
に

引
続
き
今
年
度
最
初
と
な
る
「
組
長
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
出
席
者
は
、
組
長
六
名
、(

委
任
状
七

名)

、
理
事
一
名
、
役
員
五
名
で
し
た
。 

議
事
事
項
は
、
①
移
動
佛
教
講
座
の
開
催
に
つ
い

て
、
②
亀
岡
市
佛
教
会
総
会
に
つ
い
て
、
③
令
和

五
年
度
・
六
年
度
の
新
役
員
に
つ
い
て
、
議
案
書

の
と
お
り
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
お
、
今

年
度
も
「
花
祭
り
行
事
」
は
実
施
し
な
い
と
い
う

こ
と
で
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

「
移
動
佛
教
講
座
」
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
別

項
で
記
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
亀
岡
市
佛

教
会
総
会
」
に
つ
い
て
は
、
各
宗
派
の
行
事
予
定

等
を
考
慮
し
、
ま
た
会
員
の
皆
様
方
に
出
席
し
て

い
た
だ
き
や
す
い
土
曜
・
日
曜
の
夕
刻
が
良
い
と

の
ご
意
見
か
ら
、
改
め
て
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
六
月
十
七
日(

土
・
友
引
）
午
後
四
時
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
新
会
長
に
は
、
曽
我
部
町
西
条
の
曹
洞

宗
・
真
福
寺 

満
林
晃
典
住
職
に
お
引
受
け
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
総
会
に
て
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 
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『 
移
動
佛
教
講
座 

』 

の
開
催
に
つ
い
て 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
二
年

間
中
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
開
催
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
三
十
名
を
超
す

申
込
み
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

行
程
表 

 

令
和
五
年
四
月
二
十
五
日(

火)

午
前
八
時 

「
穴
太
寺
」
出
発 

 
→

 

亀
岡
駅 

北
口8

:
1
5
 
 
→

 

宗
蓮
寺 

[

篠
町]

 
8
:
2
5
 
 
→

 

午
前
十
時
「
大
原 

三
千
院
」
到
着
。 

『
大
原 

三
千
院
』 

本
堂
参
拝
・
境
内
散
策
・
三

千
院
門
跡 

門
主 

小
堀
光
實
様
の
ご
法
話
拝
聴

『
南
陽
院
』(

南
禅
寺
塔
頭)

 

参
拝
［
通
常
非
公
開
］ 

『
南
禅
寺
』（
方
丈
庭
園
・
山
門
・
南
禅
院
）
参
拝
・

拝
観
昼
食
「
順
正
」(

湯
豆
腐) 

貸
切
観
光
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。 

参
加
費 

三
千
円(

一
人)

は
、
当
日
い
た
だ
き
ま
す
。 

参
加
者
へ
は
、「
行
程
表
（
乗
降
場
所
・
出
発
時
間

等
）
」
を
、
当
日
ま
で
に
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

出
発
時
間
ま
で
に
は
、
必
ず
乗
車
場
所
に
ご

集
合
く
だ
さ
い
。
な
お
、
数
珠(

念
珠
）・
袈
裟(

伝

道
袈
裟
）
・
朱
扇 

ご
持
参
下
さ
い
。 

 
 

  

  

『 

灌 

仏 

会 

』
の
ご
案
内 
 
 

今
年
も
、
令
和
五
年
五
月
八
日(

月)
 

午
後
２
時

か
ら
、
曽
我
部
町
犬
飼
の
東
光
寺
で
「
感
染
症
早
期

終
息
祈
願
」・「
世
界
平
和
祈
願
」
を
兼
ね
て
勤
修
い

た
し
ま
す
。『
灌
仏
会
』
は
、
お
釈
迦
さ
ま
の
誕
生

を
祝
う
、
仏
教

の
お
祝
い
行
事

で
す
。
宗
派
に

よ
ら
ず
、
寺
院

や
仏
教
系
の
学

校
で
広
く
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

「
花
祭
り
」「
降

誕
会
」「
仏
生
会
」

「
浴
仏
会
」
な

ど
と
も
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。 

 

活
動
報
告 

◆
一
月
一
日(

日) 
 

会
報
三
十
四
号
（
新
春
号
）
発
行 

◆
一
月
二
十
二
日(

日)  
 

 
 

 
於 
金
剛
寺 

 

曽
我
部
町
穴
太
の
臨
済
宗 

天
龍
寺
派 
金
剛
寺 

 

（
中
道
承
碩
住
職
）
で
、
宗
派
紹
介
録
画
収
録 

◆
二
月
三
日(

金)       

於 

嶺
松
寺 

 

第
七
回
役
員
会
移
動
佛
教
講
座
・
各
宗
派
の
紹

介
（
臨
済
宗
）・
涅
槃
会
・
亀
岡
市
佛
教
会
組
長
会
・

監
事
監
査
・
亀
岡
市
佛
教
会
総
会
・
灌
仏
会
等 

打

合
せ 

◆
三
月
十
四
日(

火) 
 
 
 
 
 

於 

嶺
松
寺 

 

涅
槃
会
・
感
染
症
終
息
祈
願
・
世
界
平
和
祈
願 

令
和
四
年
度 

亀
岡
市
佛
教
会
組
長
会 

 

◆
三
月
二
十
三
日(

木)     

於 

亀
岡
市
役
所 

 

人
権
啓
発
推
進
協
議
会 

教
育
部
会 

総
括
会
議 

 
                  

会
長 

出
席 

  

今
後
の
行
事
予
定 

○
四
月
十
五
日(

日) 
 
 
 
 
 

 

於 

嶺
松
寺 

 

 

役
員
会 

会
報
三
十
五
号
発
行
（
発
送
作
業
）
移
動
佛
教
講

座
最
終
打
合
せ
灌
仏
会
打
合
せ 

○
四
月
二
十
五
日(

火) 

 

移
動
佛
教
講
座
（
三
千
院
・
南
禅
寺
・
南
陽
院
） 

○
日
程
調
整
中 

 

監
事
監
査 

○
五
月
八
日(

月) 
 
 
 
 
 
 

 

於
東
光
寺 

灌
仏
会 

午
後
二
時
よ
り 

 

役
員
会 

亀
岡
市
佛
教
会
総
会
打
合
せ 

○
六
月
十
七
日(

土) 

午
後
四
時 

 

於 

嶺
松
寺 

「
亀
岡
市
佛
教
会
総
会
」
開
催
を
予
定
し
て
い 

ま
す
。
改
め
て
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 


